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研究成果の概要（和文）：タイの農業従事者に対して、身体機能と転倒災害の発生との関連性を評価した。日本
で開発された身体測定5項目で構成される「転倒等災害リスク評価セルフチェック」を使用した。解析の結果、
身体検査5項目のそれぞれについて、身体機能と職業性転倒の経験との間に有意な関連は見られなかった。農業
における転倒発生機序は複雑であるため、 転倒災害防止には複数の介入アプローチが重要であると考えられ
た。

研究成果の概要（英文）：The current study aimed to evaluate the relationship between physical 
capacity and experience of occupational falls among Thai farmers. For the assessment of physical 
capacity, we used the Self-Check Risk Assessment of Falls and Other Accidents in the Workplace tool 
developed in Japan, consisting of five physical test components. For each of the five physical test 
components, there was no significant association between physical capacity and experience of 
occupational falls. Because the mechanisms underlying occupational falls are complex, multiple 
intervention approaches may be important for preventing accidents.

研究分野：産業保健
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アジア新興国において、主要産業の農業従事者の高齢化に対応した安全健康施策は喫緊の課題である。本研究で
は、アジア新興国の中で最も早く高齢化が進行するタイを対象国として、農業従事者の身体機能と高齢者に特徴
的な労働災害である転倒災害の発生を調査した。日本の製造現場の転倒災害リスク評価手法を応用してタイの農
業従事者の身体機能を評価したことで、日本の経験をアジア新興国の農業従事者に展開するために必要な学術的
知見が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢労働者における労働災害の特徴として、加齢による筋力、敏捷性、バランス能力の低
下から転倒災害の増加が指摘されている。そのため、わが国では、製造業を中心に高齢労働
者の労働力を効果的・効率的に、かつ安全に活用するための手法が検討されてきた。その一
つに、身体機能面および意識面から転倒災害の発生リスクを労働者自身が自己評価するた
めのツール「転倒等災害リスク評価セルフチェック」がある（中央労働災害防止協会, 2010）。
中高年の労働者においても安全に身体機能を測定でき、特別な測定器具を要さないことか
ら本ツールの日本国内での普及、応用が進んでいる。 
タイの農村地域では、社会保障制度が十分に整備されないまま深刻な高齢化を迎える可
能性があるため、中高年の農業従事者が自身の身体機能や転倒災害の発生リスクを評価、改
善するプログラムの開発は極めて重要である。そのためには、農業従事者における転倒災害
の発生リスクを推計するための身体機能の基準値や評価値を設定する必要がある。しかし
ながら、日本国内においても農業従事者の身体機能と転倒災害の発生の関連性は明らかで
ない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、タイの農業従事者における身体機能と転倒災害の発生との関連性を明
らかにすることである。 
高齢労働者の体力維持向上に関する日本の研究は国際的にも水準が高く、製造業を中心
に身体機能測定の実用的な導入が進んでいる。日本の労働現場で使用される身体機能測定
を応用してタイの農業従事者の身体機能を評価し、高齢者に特徴的な労働災害である転倒
災害の発生との関連をコホート調査することにより、日本の転倒等災害防止対策をタイや
アジア新興国の農業就業者に対して展開する上での知見を得るとともに、日本の農業従事
者に対しても本研究の成果をフィードバックできると考えた。 
 
 
３．研究の方法 
2021 年 3 月から 4月にかけて、タイのナン県の農業従事者を対象にアンケートと身体機
能測定で構成された調査を実施した。対象者は、40 歳以上で 1 年以上同じ農作業に従事し
ている者とした。本調査には、ナン県の 4地区（ムアンナン、チュンチャン、フーピアン、
ウィアンサ）の農業生産者グループと保健所が協力した。農業生産者グループのリーダーは、
まず加入する農業従事者に連絡を取り、各地区の保健所や関連施設に招待し、調査を行った。 
身体機能の評価には、日本で開発された「転倒等災害リスク評価セルフチェック」を使用
した。このツールは、5 つの身体測定項目で構成されている：(a)2 ステップテスト、(b)座
位ステップテスト、(c)ファンクショナルリーチテスト、(d)閉眼片足立ち、(e)開眼片足立ち
である。 
解析には、多重ロジスティック回帰とROC曲線を用い、身体検査 5項目のそれぞれの身
体機能と過去 1年以内の農作業中の転倒の経験との関連性を評価した。 



 
 
４．研究成果 
419 人が解析対象となった。参加者の平均年齢は 58.0 歳（40～80 歳）、224 名（53.5％）
が女性、271 名（64.1％）が学歴なしまたは小学校卒業のみであった。農産物は米（69.9％）
が最も多く、次いで野菜（29.8％）、花（13.6％）であった。対象者の 25.5％が過去 12ヶ月
間に職業性転倒を経験していた。身体検査 5 項目のそれぞれについて、身体機能と職業性
転倒の経験との間に有意な関連は見られなかった。また，5つの身体機能項目のそれぞれに
ついて，ROC 曲線下面積は 0.60 未満であった．50 歳以上の参加者に限定して解析した場
合も同様の傾向がみられた。 
本研究では、タイの中高年農家における各検査の身体機能と職業性転倒の経験との関連
は明らかにされなかった。今回の結果は、「転倒等災害リスク評価セルフチェック」を使用
した国内研究の結果と一致している。これらの研究は、65 歳未満の製造業労働者を対象と
しており、比較的若い年齢と職場環境の安全性が結果を減衰させた可能性を示唆していた。
一方、今回の研究では、80 歳まで、屋外環境で働く労働者も含まれているが、それでも関
連性が見いだせなかった。したがって、高齢労働者の身体能力と職業性転倒の関係は複雑で
ある可能性があると考えた。 
身体能力と職業性転倒の経験との間に関連性がない理由はいくつか考えられる。第一に、
高齢労働者と地域在住の高齢者では、将来の転倒傷害に対する身体能力の予測精度が異な
る可能性があるため、「健常者効果」を考慮する必要があること。第二に、雇用者が今回の
研究集団の高齢農家に対して労働災害リスクの低い仕事に従事させていた可能性があるこ
と。第三に、労働災害は作業内容や作業環境など身体機能以外の要素によって強い影響を受
ける可能性があること。したがって、高齢農家において労働災害を防止するには複数の介入
アプローチが必要であると考えられた。 
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